
平成２４年度 在宅医療連携拠点事業
活動の進捗報告 

医療法人 博愛会 頴田病院 



飯塚市の紹介 

■ 面積:214.13k㎡ 

■ 総人口:130,690人 

■ 人口密度:610/k㎡ 



人口構成の推移     （単位：人） 

各年10月1日現在                        資料：国勢調査 
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地区別高齢者人口と高齢化率 

平成23年3月末日現在                    資料：住民基本台帳 
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■死亡場所 別 死亡者数 



具体的な事業活動 

● 在宅医療・介護従事者の人材育成・教育研修 

● 様々な医療・介護に従事する職種の顔の見えるネッ
トワークづくり 

● ２４時間で在宅医療を提供するための在宅医療在宅
医療バックアップ体制の整備 

● ＩＴを活用した医療・介護従事者間の情報共有システ
ムの整備 

● 地域住民への普及啓発活動 
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活動状況 

● 推進体制の構築（１）    

 

 

 

 

 

 

在宅医療連携 

拠点事業所 

頴田病院 

市町村 

飯塚市役所 

市町村 
嘉穂・鞍手保健福祉 

環境事務所 

地区医師会 

飯塚医師会 

準備会合ＷＧを７月に設置 

       （２ヶ月に１回） 



● 推進体制の構築（２） 
  

  在宅医療連携協議会を１０月に設置 
                    

                     （２ヶ月に１回）  

   

  

 行政（飯塚市、嘉麻市、桂川町、嘉穂・鞍手保健 

福祉環境事務所、県庁)、医師、歯科医師、薬剤師、 

看護師、ＭＳＷ、リハビリ、ケアマネジャー、飯塚市立 

病院の全14ヶ所の関係機関・職能団体から構成 



 



研修会の開催（３回） 

● 第１回  平成２４年１０月１９日 

        参加者数 ９５名 

「在宅医療連携拠点事業所とは」 

      頴田病院 院長 本田 宜久 

「多職種連携の在り方について」 

      永芳医院院長  内野 利昭 

 

● 第２回  平成２４年１１月１５日 

        参加者数 １３９名 

 「症例検討」 

        頴田病院 大杉 泰弘 

 

● 第３回  平成２５年２月１６日予定 

    



ＩＴを活用した医療・介護従事者間の
情報共有システムの整備 

訪問看護ステーション 

頴田病院 

在宅診療医 

介護事業所 薬 局 



カナミック 
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やり取りの
例 
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その他 

● 平成２５年１月２０日(日)１３:30~17:30 

   北部九州ブロック 平成２４年度在宅医療連携  

   拠点事業所発表大会 (JR博多シティ会議室) 

 

● 平成２５年２月２３日(土) 

  福岡県庁、福岡県医師会主催の地域リーダー 

  養成研修への協力 

  ※ 筑豊ブロックは約３０名を養成予定   



● 在宅医療の実地研修の提供 

 

● 在宅医療相談支援センターの設置（２月） 

 

● 薬局の訪問薬剤指導の標準化 

 

● 災害発生時の市町村との連携 

 

● ２４時間の在宅医療バックアップ体制の構築 



課 題 

● 本事業の継続 

 

● ２４時間の在宅医療バックアップ体制
の拡大 
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